
 

パート・アルバイト

内容

4.5 7.2 0.4 9.8 0.1 9.1 11.0 -0.2 12.1 -1.2 8.7 -0.2

104.0       29.0         -44.5       35.5         -47.2       29.5         32.6         -64.7       53.8         -4.3         218.1       132.5       

芝品種
ベント ベント ベント ベント ニミシラ・ペ

ンクロス
A-2

H5年に10面
播種。H6年
に10面張芝

新しいもの
で8年、古い
もので27年

H3年5月 H3年5月 昭和54年 平成15年4
月

刈高（㎜）＜メイン：サブ＞ 3.9 4.0 4.0 4.0 4.0

刈込回数＜メイン：サブ＞ 21 11 毎日 毎日

更新作業内容

なし なし 目砂1回 目砂1回、
ローラー転
圧1回

病害 なし なし なし なし

病害程度

病害対策

なし なし なし なし

虫害
なし なし なし なし

N4.0-P1.0-
K6.25、微量
要素剤3回、
テララ1cc/
㎡

札幌ＧＣ輪厚コース

造成・播種・張芝年

レインボーヒルズＧ
Ｃ

雪腐病予防で、グラン
サー、ミックレート、銅剤を
散布

3.8～4.0

　本年度の芝生管理に関
して、病害虫発生に対す
る処置の評価を行ってい
る。また、排水不良が発
生した所への排水計画、
ティフトン芝張替え箇所へ
のスプリンクラー設置の要
不要の調査等、冬期作業
を立案中。

　落葉が、今年は、例年よ
りやや遅れ気味で、後半
になって一気に落ち始め
た。人員が少ないことか
ら、スイーパー等で対応
するが、落葉の清掃に追
われる。

3.8

ペンクロス

昭和63年4月

ペンクロス

平成4年5月

目砂0.6㎜×1回
27

サッチング(軽く)2回、トッ
プドレッシング3回

S.Fスーパーグリーン(16-
0-15-Fe)10g/㎡、グリー
ンリーブス3.5g/㎡、クロロ
ベース2cc/㎡、
E.T.C150g/㎡

シグマグリーン1.3g(1回)、
リキマックスグリーンマック
ス1.2g(2回)、シグネイ
チャーアイアン1.6g(1回)、
アクアルートプラス0.5cc(2
回)

毎日

なし

コムウッドＧＣ泉ＣＣ

なし

なし

なしなし

　新設した乗用カ－ト道路
のエッジ切りを冬期作業
の一つとして始めている。
1年でアスファルト部分に
野芝が入り込みはじめて
いる。27ホールで、1万
4000ｍもあり、大変な作業
である。効率的な方法を
検討中である。
　ベントグリーンのシ－ト
作業が、12月初旬より始
まり、例年より少し早い。2
月の上旬までこの作業が
続くことから、冬期作業を
計画的に進めないと中途
半端になってしまう。優先
順位をつけて作業を計画
的に進めたい。

　11月は上旬も暖かく、落
ち葉も少ない。生理的に
芝草に何が起こっている
のかわからない状態で、
例年通りの更新作業では
通用しないかもしれない。

　落葉清掃が落ち着いた
ら、U字溝、バンカー、ラン
ナー切りを冬季中に終了
させたい。
　松くい虫の被害も年々
増えており、コース内の赤
松への樹幹注入を実施予
定。

施肥・活性剤・抑制剤等

バーチドレン、深さ160㎜
(サイドオープン)

11/14:
ニュー緑化
3g/㎡

課題・問題点

N3.45-
P0.85-
K5.15、微量
要素3回、テ
ララ1cc/㎡

11/15:
ニュー緑化
3g/㎡

1990/8/5

なし

なし

なし

22

降霜(12日)

なし

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

11月のコース管理データ
札幌ＧＣ輪厚コース レインボーヒルズＧＣ 泉ＣＣ コムウッドＧＣ 廣野ＧＣ 詫間ＣＣ

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

田尾　昭範 布山　光孝グリーンキーパー氏名 梶原　隆司 安藤　義雄 寺町　章

標高（m） 100～132

佐藤　慎介向居　捷洋

滋賀県

1993/4/25

北海道 宮城県

開場年月日 1958/8/12

その他管理対象面積 44,000 145,000

 
基
礎
デ
｜
タ

芝地管理面積（㎡） 710,000 600,000

　19日の雪が根雪のよう
になり、除雪して、雪腐病
予防剤を散布する。

　除草剤の散布も終り、ス
タッフ全員で落葉清掃の
日が続いている。
　12月中に雪腐病予防殺
菌剤の散布を予定してい
る。

所在地

1992/6/8

熊本県

ホール数 18 18 27 18 18 36

兵庫県

1932/6/19 1973/10/1

香川県

60 23 258

18

1979/9/5

0

千葉県

433,000 510,000 83,000350,000

690,000 567,369

555～480

955,577360,000

858,284

462,000

150

従業員数 7 8 8 6 16 10 延べ145人

13 2 11 4 14 0 延べ21人

外注 あり なし あり あり なし あり なし

エアレーション補助(シル
バー7人×5日)

気温℃(右平年差）

ティグラウンドを低くする
工事

年間樹木管理、除草剤散
布

樹木菅理

19 26 22

降水量㎜(右平年差）

晴天日数 17 24 24

曇天日数 9 5 4 6 2 6 3

5雨天日数 2 1 2 5 2 2

　今年の11月は、中旬頃
に寒さが強かったが、他
は、比較的暖かく、晴れ
が続いた月であった。
　春・秋にインタ－シ－ド
したCY-2も、11月になり、
冬季緑色保持性が高いた
め、活着率をある程度明
快に認識する事ができ
る。夏も強いので、総合的
に判断すると有望な品種
だと思われる。今後の観
察を続けたい。
　フェアウェイについて
は、今年も薄く着色した
が、お客様から好評を得
ている。刈高、ターフの厚
みを再検討して、もっとい
いフェアウェイを作りた
い。

　中旬以降毎日、霜が降
り、また、降雪を心配する
ような時期になった。グ
リーンについては、10月
中旬以降順調な生育を続
けている。11月前半は、
気温も高く、施肥、施薬、
耕種的管理(軽いサッチン
グ、トップドレッシング)等
の作業をこまめに実施す
る。下旬になると降霜とと
もに生長が止まり、刈りカ
スも少ししか出ない状態
で、大きな問題も起きてい
ない。
　フェアウェイも、経費的
に苦しいところではある
が、着色を行い、まずまず
の見映えになっている。

コース管理全般に関して

降雪日数 2

　当コースは年間変形労
働時間制を採用している
ので、11月から2月の間
は、シーズン中少なかっ
た公休を取るようにしてい
るため、毎日誰かが休ん
でいるという状況になる。
この間は、強風が吹いて
グリーンに松葉が乗るだ
けで朝からの作業があわ
ただしくなる。
　この時期になると、1年を
通してもっと合理的にでき
ないものかと毎年同じよう
なことをいろいろ考えてい

　平均気温で1.2℃低く、
例年より肌寒く感じられる
日が多かったように思わ
れる。そのためか、普通は
中旬頃までダラダラと発
生が見られるヨトウが今年
はほとんど見られなかっ
た。
　今月の作業は樹木の手
入れが中心。5年ほど前
から植えている抵抗性松
のテーダー松の苗が1500
本ほどある。大きいもので
は3mほどの高さになって
いる。来春すぐに移植で
きるように剪定を行った。
並行して実施した枯松伐
採跡の株抜き作業も、天
候に恵まれ順調に進んで
　その後、急速に秋の訪れを感じ、冬日が12日、降
霜日も12日を記録、本格的な冬季シーズンへの準備
が始まった1ヵ月でもあった。平均気温も平年値を下
回り、長期予報による暖冬傾向に疑問が感じられる。
　昨年の当月の延べ作業人員は208名であったが、
本年はアルバイトの業務を半月早く終了したため、前
年比マイナス50名となり、多くの業務が計画より遅れ
る状態となった。

　昨年は10月下旬より発
生した猪の侵入によるラフ
の被害が、本年も14日に
最初の被害が発生、面積
的には昨年と比較し軽微
であるが、現状ではラフの
みの被害であるため、静
観している。
　特別な対策、手立ても
なくフェアウェイでの被害
が出ないことを祈るばかり
である。
　コース全体の芝枯れに
伴いラフのラージパッチ防
除作業の未実施部分で

　9月、10月と平年を上回
る暖かい状態が続いた
が、11月に入ると一転し1
日に初霜を観測し、6日に
は季節外れの雷雨により
日降水量188.1㎜を記録
した。例年降水量が少な
い月であるが、この日は
11月全降水量の８６％を
記録、バンカー流砂修復
作業に多くの労力をつい
やした。
　7日には季節外れの黄
砂が確認され、11日は昨
年より12日遅れて鴨が飛
来。秋の訪れが遅れてい
た事が改めて確認された
が、16日に阿蘇高岳に初
冠雪が確認された（平年

　枯松の抜根跡の整地と
張り芝と落葉の清掃作業
に追われている。モミジ、
ケヤキの葉がまだ落ち
きっておらず、来月も落葉
清掃作業が続きそうだ。
　スプリンクラーの工事を
前年より継続しているが、
床土が非常に乾燥してい
る。降雨が少ない結果だ
と思われる。対策として、
休場日の日中にグリー
ン、ティ、フェアウェイ、ラ
フにスプリンクラーによる
散水を週1回のペースで
行っている。
　中旬頃から霜が降りはじ
めた。フェアウェイへの着
色を実施する。

シバツトガ

酸＋黒糖＋動物性アミノ酸液肥の施用。5回目施肥・
緩効性カリ（4－0－10）と微量要素の施用

30

なし

4.0

ペンクロス(西コース)

平成元年3月播種

箇所が目立ち、一部ホールでは見苦しい景観を呈し
ているが予算の関係にて放置している状況である。
　例年、この時期になると頭を悩ませる問題が、場内
より発生し搬出されるススキ、カヤ等の刈りカスと1年
間集積された強風等による倒木や枯れ木、枯れ枝の
処分だ。大きな山になっており、例年は野焼きによる
処分を行ってきたが、諸規制の中、焼却処分が困難
なため別の方法を検討中である。しかし、経費が掛か
る事は間違いの無い事実であり、予算を確保してい
ない状況では対策が難しい

ドミネント

3.7

平成8年播種

エアレーション8㎜、目砂
=0.5㎜×3回

30

詫間ＣＣ

強グルーミングカット3回、
目砂2回（砂厚0.66㎜）、
上旬、ソリッドタインシャッ
タリング（12㎜ムクタイ
ン）、ローリング1回

施肥5回（N1.72-P0.00-
K7.61-Si1.60）:1回目晩
秋施肥・メチレン尿素の施
用。ソリッドタインシャッタリ
ング施工後2回目施肥・液
体フミン酸＋黒糖＋動物
性アミノ酸液肥の施用。3
回目施肥・液体ケイ酸カリ
の施用。4回目施肥・液体

マイクロパワー5号28g/
㎡、芝奉行15g/㎡、マイク
ロマグホス28g/㎡、サンハ
ニー4g/㎡、ネガトップ
28g/㎡、ミルキータッチ
3ml/㎡、バーディラッシュ
S2.8g/㎡、グランドスラム
プラス0.5ml/㎡×2、コン
バージョン1ml/㎡×2

廣野ＧＣ

グ
リ
｜
ン

コース名称



虫害程度

虫害対策

なし なし なし なし

雑草 なし なし

雑草対策
手取除草 手取除草

オーバーシード
11/21:着色 11/28:着色

ペレニアル
ライグラス

ペレニアル
ライグラス

コウライ ミッドナイト ブルーグラ
ス

コウライ

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

0 2 5 1
なし なし なし なし

なし なし N1.45-
P0.25-
K0.95、微量
要素1回

微量要素1
回

なし なし なし なし

なし なし なし 殺菌剤1回

なし なし なし

なし なし

なし なし なし なし

土壌処理
剤、茎葉処
理剤散布済

手取除草 なし なし

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

虫害対策

雑草程度

管理メモ

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

雪腐病予防で、グラン
サー、ミックレート

なし

なし

コウライ

10.0

ミミズ

落葉処理のため大型ス
イーパーで清掃中

なし

なし

少々

なし

スイーパー掛け2回

なし

少

45 50

なし

なし

0

今のところ良好な状態

スイーパー
3

なし

ノシバノシバノシバ

中旬に着色 ティグラウンド同様、顕著
なラージパッチの病斑も
無く、気温の低下とともに
色

ノシバ

少

なし

昨年と同様、下旬には各
ティグラウンドがアントシア
ンの発生によりエビ色に
変

0

なし

なし

なし なし なし

手取除草

適宜

50

なし

フツウコウライ

14.7

なしなし

なし

3

コウライコウライ

なし

なし

なし

なし

なし

気温は低いが、本来の葉
色を維持している。伸長
は少なくなってきた

コウライ

なし

9.0

なし

チドメ

12.0

2

芝張替え

なし

なし

25

ラージパッチ

少

コウライ コウライ

なし

殺菌剤(スポット)

殺虫剤(スポット)

雪腐病予防で、グラン
サー、ミックレート

バーチドレン、深度200㎜
(ソリッドタイン)

ペレニアルライグラス

13.0

なし

ノシバ

16.0

0

なし

なしケラ

レインボーヒルズＧ
Ｃ

13.0

1

泉ＣＣ

着色剤1cc/㎡

2
目砂(スポット)

一部にミミズの糞塚

コウライ、一部ペレニアル
ライグラス

暖地型芝1回、寒地型芝1
回

寒地芝施肥1回（N4.0－
P2.4－K3.2）

なし

暖地型芝12㎜、寒地型芝
12㎜

少

一部にスズメノカタビラ

なし

なし

への手撒き潅水を実施。地下部の生育遅れによる今
年最後の高深度シャッタリング作業を、深さ250㎜に
て実施。今年最後のダメージの大きな作業であった
が無事完了。上旬に例年通りメチレン尿素による晩
秋施肥を実施。1ヵ月を通じて鮮やかな緑色を保持で
きた。本年は更に月末に、緩効性のカリを有するメチ
レン尿素の半量施肥を実施。今後のアントシアンの
発生に昨年との違いが出るか、楽しみである。中旬
以降、早朝の降霜にそなえグリーンの芝刈り作業は
前日の夕方に9ホール刈込み作業に変更

なし

月間の降水量は大幅に
上回っているが、中旬を
中心に乾燥状態が続きグ
リーン

なし

なし

なし

なし

なし

ラージパッチ

なし

2
スイーパー

なし

少

ラージパッチ

なし

なし

特になし

ミミズ

ミミズについては、ひどく
なるようであればミミンズ
の散布を予定

0
なし

1
なし

40

詫間ＣＣ

なし

15.09.0

アゴールド0.3ml/㎡、イン
プールDF0.04g/㎡

フロントティなど使用頻度
が少ない箇所は、11月下
旬まで緑色を保っていた

なし

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

なし

なし

なし

なし

一部にてスズメノカタビラ

コムウッドＧＣ

Aラフ0回、Bラフ0.4回
なし

50

ノシバ

なし

50

土壌処理剤散布済

ミミズ

なし

なし

なし

なし

少々

なし

メヒシバ

アゴールド0.3ml/㎡、イン
プールDF0.04g/㎡

コース名称

なし

椿カス、アグリクール

雑草対策

札幌ＧＣ輪厚コース

着色2回

廣野ＧＣ

なし

スイーパー掛け(ブロワー
使用)1回

なし

なし

スイーパー
4

なし

ミミズ

少

椿カス、アグリクール

なし

なしなし

サニーフィールド(スポット
散布)

なし

コウライ、ティフトン

3

なし

雑草対策

雑草

刈込回数

更新作業内容

虫害

雑草程度

虫害対策

病害対策

病害

雑草程度

芝品種

施肥・活性剤・抑制剤等

管理メモ

オーバーシード

雑草

ペレニアルライグラス

施肥・活性剤・抑制剤等

施肥・活性剤・抑制剤等

バーチドレン200㎜(ソリッ
ドタイン)

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

素の定着による変色がフェアウェイを周辺の景色より
浮き出させており、盛夏のシーズンとは異なる趣で、
周辺の落葉とともにシーズンの終わりを感じさせられ
る。作業は遅れ気味であるが、フェアウェイバンカーと
ガードバンカーのランナー切りが進むにつれ、コース
の輪郭が整っていく過程を見られるこの時期は、盛夏
の苦労を忘れさせてくれる

色し秋の夕日に映え美しく輝いている。穂の発生も無
く、翌春に向けた充分な貯蔵養分は確保されたと判
断できる。一部ティグラウンドに過去に使用したライグ
ラスが残っており今冬に除草剤にて処理を行う

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

スイーパー
作業後2回
目の着色を
予定

なし

15.0

コウライ

グ
リ
｜
ン

テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド

虫害程度

刈高（㎜）

病害程度

オーバーシード

管理メモ



病害対策

虫害

虫害程度

虫害対策

雑草

雑草程度

雑草対策

　　　　 　

なし

なしなし

広葉雑草

なし

なし

なし

少

スズメノカタビラ、シマスズ
メノヒエ、メヒシバ(葉が変
色して目立っているもの)

なし

なし

シバオサゾウムシ(幼)

たと思われ、特に繁茂の広がる様子も見受けられな
いため、春先の生育が旺盛になる頃、ロータリーモア
にての刈込みで対応する程度である。又こぼれベン
トや飛びライグラスの固まりが目立つようになり野芝の
休眠後、除草剤の散布を計画する

管理メモ

大型スイーパーと法面用
スイーパーで落葉清掃中

問題は、散乱している落
葉の処理

散布ムラによるスズメノカ
タビラの発生(茎葉処理剤
の散布を予定)

芝枯れとともに、当社のラ
フにはノビルが発生し始
める。客土により持ち込ま
れ

なし

なし

タンポポ、スズメノカタビラ

土壌処理剤散布済、茎葉
処理剤スポット散布

チドメグサ

なし

少

なし

少々

なし

椿カス

ミミズ、モグラ

少々

なしアゴールド0.3ml/㎡、イン
プールDF0.04g/㎡

手取除草(シマスズメノヒ
エ、メヒシバ)

少

なし

なし

少

なし

一部にスズメノカタビラ、ラ
イグラス、飛び出しベント

ラ
フ


